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抄録

CMorination of Pyronosin SoH Co叩OnOntS Yith SodiLJTIChlorido under XenonlrrAdiJLtion

杉山英俊，渡辺徹志書，平山晃久＊

（大気環境部，●京都薬科大学）

掲載誌：CHEMOSPHERE，38（8），1937－1945（1999）

表層土壌中には多くの化学物質が存在してお

り、これらの化学物質が相互に反応し、有害な化

学物質に変化する可能性が指摘されている。そこ

で、土壌構成成分である金属酸化物9種類に、変

異原性のないピレンと塩素イオンを添加しキセノ

ンランプを照射したときに、有害な塩素化ピレン

類が生成するかどうかについて検討を行った。

9種類の金属酸化物中、酸化カルシウムでは塩

素化ピレン類を生成しなかったが、酸化アルミニ

ウム、酸化マグネシウム、酸化鉄の3種類では少

量の、二酸化ケイ素類（石英型、無水ケイ酸型、
シリカゲル型）、二酸化チタン類（ルチル型、ア

ナターゼ型）の5種類では多量の塩素化ピレン類

の生成が確認された。二酸化ケイ素類においては、

キセノン照射時間が長くなるにつれて塩素化ピレ

ン類の生成量が増加する傾向を示した。一方、二

酸化チタン類ではキセノン照射30分から1時間

後に塩素化ピレン類の生成量は最大となり、その

後は経時的に減少する傾向を示し、両金属酸化物

の間では塩素化ピレン類の光化学反応特性が異な

っていることが示唆された。

気相光触媒反応法によるテトラクロロエチレンの連続分解処理

GaS Phaso Photocatalytic DegrAdation of Tetrachloroethylonoin Tater

吉田克彦，岡村和雄＊，冨岡英和＊書，山崎裕＊轟，塩沢健児…，伊藤公紀…書，村林眞行…■

（大気環境部，＊水質環境部，＊＊アデカエンジニアリング㈱，…旭電化工業㈱，＊■＊＊横浜国立大学）

掲載誌：水環境学会誌，21（10），683－689（1998）

曝気法と気相光触媒反応法を組み合わせた装置

を設計，製作し，テトラクロロエチレン（PCE）

で汚染されている地下水を連続的に分解処理する

方法について、実際の汚染現場で実証実験を行い，

分解効果，異なる初濃度での分解率及び光触媒の

耐久性等の影響について検討したところ，次のこ

とが明らかになった。

（1）水中のPCEを気相に移行させることで、

短時間でPCEが分解処理可能であった。
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（2）PCE分解率とPCE初期濃度は，対数的

な関係を示した。

（3）実験条件下の温度，湿度範囲（14～32℃，50
～92％）では，PCE分解率にはほとんど影響

を与えず良好な分解効果が得られた。

（4）濃度1000ppbv以上のPCEを80％以上で

効率良く分解させるためには、ある一定以下（約

7£・min】1）の流速で処理する必要があった。

（5）光触媒は長期間（8カ月間）の使用でも性能

は低下しなかった。



Di8tribution of1，4－dioxAnOin rohtion to poSSibl080urC08in tho YatOr OnViro■・mOnt

安部明美

（水質環境部，

掲載誌：11eScienceoftheTotalEnvironment，227，

4ト47（1999）

1，4－ジオキサンは発がん性の疑いのある化学物

質であるが、溶剤としてあるいは1，1，トトリクロ

ロエタン等の有機塩素系溶剤の安定剤として広く

用いられてきた。また、一部の界面活性剤中に副

生成物として含まれることも指摘されている。水

環境での検出率は高いが、その汚染原因や挙動は

明らかでない。本研究は、神奈川県内の河川水、

地下水等及び排水を1995年から1998年にかけて

経年的に調査し、その分布や挙動を汚染源との関

連で調べたものである。調査の結果、1，4－ジオキ

サンによる汚染は広汎に及んでおり、経年的には、

河川水では低減傾向が認められたものの、一部の

地下水では依然として高濃度であることが明らか

になった。同時に分析した低沸点有機化合物のう

ち、1，1，トトリクロロエタン濃度との相関が高か

ったが、濃度比は0．08－5．89と巾が認められ、1，1，ト

現企画調整部）

トリクロロエタンとの残留性の違いが示唆され

た。1，1，1－トリクロロエタンは1996年以来廃止さ

れたが、過去に汚染された土壌や地下水が今なお

1，4－ジオキサンの汚染源となっている可能性があ

る。また、団地の合併浄化槽、下水処理場、化学

工場の排水について調べた結果、団地排水からは

ほぼ定常的に1〃g几前後検出されることが明ら

かとなり、生活排水の原単位は約0．25mg／人／日と

推定された。一方、生活系・事業所系排水及び雨

水の流入する下水処理場の排水では、濃度変動が

数～480〃g几と非常に大きく、生活排水以外に

間欠的に流入する高濃度汚染排水の存在が考えら

れた。下水処理場では高濃度流入水はほとんど分

解されずに排出されていた。

以上の結果から、1，4一ジオキサンの汚染源は多

様で、いったん排出された1，4－ジオキサンは水環

境に拡散・循環・蓄積されていく可能性が高く、

水域への流入を管理・監視する必要があると考え

られた。

l．，naturOStagosofLmrGhuS舟郎OSt，mi〝uSSchid（Trichoptera．LiTTmPhi＝dae）

野崎隆夫，伊藤富子＊

（水質環境部，＊北海道立水産貯化場）

掲載誌：陸水学雑誌，5，（4），383－389（1998）．

北半球の北部に13種が分布するクロズェグリ

トビケラ属エe〃drC血∫は，幼虫並びに蛸の時期の

情報が形態，生態ともに非常に乏しいグループで

ある。日本では本属の種としてクロズェグリトビ

ケラムe〃〝Ch∫ル∫ぐ0∫加椚加描1種の分布が知ら

れるが，その幼虫及び蛸は発見されていなかった。，

今回，北海道内の細流で採集された未知の幼虫を
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飼育することにより，蛸及び成虫が得られ親子関

係を知ることができた。そこで，本種の幼虫及び

輔の形態を記載するとともに，その生息環境及び

食性についても述べた。なお，本州からクロズェ

グリトビケラ属の幼虫として記載された

⊥e朋rC力〟∫Sp，LAは，基となった標本を検討した

結果ホタルトビケラ属肋7月甲サC加に属すること

が判明したので，クロズェグリトビケラ属の本州

における記録は現時点ではなくなった。



lmture St8ge＄Of B＞ach”SYGheSibirica（hrtynoY）（TrichopterA．LinTlePhilid＆e）

野崎隆夫，伊藤政和＊

（水質環境部，

掲載誌：Entomological Science，1（3），423－426

（1998）．

北半球の北都に　2種だけが知られる

βmC々汐サCカe属は成虫以外のステージが全くわか

っていなかった。今回著者の一人伊藤は，湿原の

＊釧路市）

細流などで採集した未知の幼虫が本属の1種

βmC々搾りで力e∫加血（M叫nOV）であることを明ら

かにし，はじめて幼虫や桶の形態とともにその生

息環境が判明した。そこで，これらの形態と生息

環境について記載した。なお，和名は成虫で越冬

する生態からオツネントビケラとした。

CharACtOrization and PorvAPOration of ChlorinAted HydrocArbon一欄atorllixturos

Yith Fluoroalkyllbthcrylat0－8rAfted PtNS NenbrAnOS

三島聡子，金岡泰江書，仲川　勤＊

（水質環境部，

掲載紙：JoumalofAppliedPolymerScience，71，

273－287（1999）

トリク叩エチレン等の揮発性有機塩素化合物によって汚

染された水質の処理法としてハ〇一へ～－ハ○レーション法が

有効であることに着目し、揮発性有機塩素化合物

を効率的に分離除去するための分離膜の選択性向

上の検討を行った。市販のポリゾメチルシ叫サン（PDMS）

膜に、疎水性、撥水性である1H，lH，9H－ヘキサデカフル

かノニルメタクリレート（HDFNMA）をがンマ一線によってクや

ラフト法反応させることを検討した。アンプ8ル管に

PDMS膜及びHDFNMAを入れて脱気及びシールし、

がンマ一線を照射して反応させ、ハ〇一へや－ハ0レーション測定

した。がンマ一線の照射レヘ寸ルは低いほど膜自身の破

＊明治大学）

壊を防ぐことが出来、がンマ一線を照射する時間は

長いはピタヾラハ反応する量は多くなった。均一な

膜を作るためには仕込みのHDFNMA濃度は100

％が最も良かった。また、ク÷ラフトPDMS膜におい

て、PDMSにHDFNMAがクヾラブトし、もとのPDMS

の部分とHDFNMAがク～ラフト重合してできたポリマー

部分とがミクロ相分離構造をしていると考えられた。

ハ〇一へ中一ハ○レーションの分離においては、疎水性であ

るHDFNMAをク～ラフトしたため、TCEに対し高い

親和性を示したことによって水に対するTCEの

高い分離性を得ることが出来た。また、その透過

においては、膜の相分離構造の界面部分の透過が

重要な役割を占めているものと考察した。
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酸■アルミ耐性菌の性質と酸性土壌の改良

惣田星夫，土居洋一暮，佐田政夫■，小西茂毅＝

（環境工学部，■住友建設

掲載紙：全国公害研会誌、23（3），137－142（1998）

土壌のpHが低下すると，土壌に多量に含まれ

るアルミニウム（Al）やマンがン（Mn）が可溶化し植生に大き

な被害を及ぼす。ハヾイオレメディェーション技術により酸性

土壌の改良が図れるとしたら，修復時間はやや長

くなるものの，経済的に安く自然生態系を保護し、

土壌改良を行える可能性がある。そこで，酸性耐

性菌類の検索を行い、1995年に分離した菌と同

じかそれ以上の耐性を持った8株の耐性菌を分離

した。これらの8株のうち耐性及び生育の早い菌

株SN－6994を用いてpH3．45の岩手県花泉町の

酸性土壌を用いて菌の生育とpHの変化の試験、

秋田市桜台及び岩手県花泉の酸性土壌の入った

（株），＝静岡大学）

ライシーメーターにレッドフイスクの種子を加え、その発芽及び

生育試験を行った。

その結果、酸性土壌におけるpHは1週間後に

は5．3，生成されたNH。＋は180mg八，2週間後で

は5．5，240mg／1となり、酸性土壌のpHが中性

域へと上昇していた。また、屋外におけるライシーメー

ター試験のレッド7イスクを用いた成長試験では、各試験

区の酸性土壌pH上昇の差はそれほど大きくない

ものの，レッドフイスクの収量では、菌を添加した花泉

土壌では6．3倍，桜台土壌でも1．2倍の差がみら

れた。この時点での耐性菌数は各々4×104，1

×104であり、菌の生存が確認された。耐性菌添

加区では茎葉，根毛とも生育は良好であった。

Tho Emission of p01ycyclic Aro佃tic HydroGarbonS from Nunicipal

S0日d hSteIncinoratOrS during the Conbu＄tion Cyclo

安田憲二，高橋適正＊

（環境工学部，■大気環境部）

掲載誌：Air＆WasteManagementAssociation，48，

44ト447（1998）

都市ごみ焼却炉4施設（流動床式、階段火格子
式）について、炉の形式および炉の立ち上げ、通

常運転、炉の埋火などの運転条件別における多環

芳香族炭化水素類（PAHs）の排出挙動について調

査研究した。その結果、①炉の立ち上げ時は燃焼

温度が低く、燃焼が不安定なため、PAHs濃度が

高くなった。②炉形式のうち流動床炉では、階段

火格子炉に比べて燃焼が不安定になりやすいこと
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から、PAHsが比較的高濃度であった。特にバッ

チ式の流動床炉は、調査した施設の中で燃焼が最

も不安定であったため、PAHs濃度が最大値を示

した。

ぱいじん中の有機炭素に関しては、炉の立ち上

げ時で最大値を、また燃焼温度が高い通常運転時

で最′ト値となった。PAHsの排出量は、運転時間

が長い連続式炉においては通常燃焼の期間で多か

った。これに対して、運転時間が短いバッチ式炉

では、炉の立ち上げおよび埋火時での排出量が多

かった。



都市ごみ焼却施投の立上げ時および立下げ時における排ガスの変異原性

吉野秀吉，浦野紘平＊

（環境工学部，■横浜国立大学）

掲載紙：廃棄物学会論文誌、9（4），149－156（1998）．

都市ごみ焼却施設の定常運転時において、排ガ

スが高い変異原性を示すことがあることを今まで

の研究で明らかにしてきた。本研究では、燃焼状

態が不安定になる焼却を開始する立上げ時と焼却

を停止する立下げ時の排ガスの変異原性や変異原

性物質が定常運転時とどのように異なるかについ

て検討した。

流動床式焼却施設ではごみの質や投入量の変動

によってCO濃度が変動し、変異原性が著しく高

くなる頻度が高くなった。とくに、プラスチック

類や乾燥木を多量に投入して立上げるとCO濃度

も変異原性も高くなった。すなわち、立上げ時に

は石油等であらかじめ温度を上げてからごみを投

入するか徐々にごみ投入量を増やすこと、定常運

転時には、ごみ質や炉内投入量をできるだけ一定

に保つこと、立下げ時には燃焼が終わった後もし

ばらくは空気供給量を変えずに完全燃焼させるこ

となどによって排ガスの変異原性を低く保てるこ

とが明らかになった。

また、フルオランテンやベンゾ（b）フルオラン

テンの濃度が高いと変異原性も高くなる傾向が認

められたが、これらの変異原性強度は、立上げ時、

定常運転時、立下げ時のいずれでも大きな差はな

く、排ガスの変異原性に対する寄与率は小さかっ

た。

Nut8gOnic aCtivities of exhauSt gaS and fIy aSh from SludgoincinorAtion pIultS

吉野秀吉，浦野紘平＊

（環境工学部，■横浜国立大学）

掲載紙：TheScienceofTotalEnvironment，215，

4ト49（1998）．

し尿処理汚泥や下水汚泥を焼却したときに排出

する排がスおよび焼却灰の変異原性の実態や特性、

変異原性物質を調べたところ、以下のことが明ら

かとなった。

し尿処理汚泥や下水汚泥の焼却排ガスには変異

原性が認められたが、焼却灰には認められなっか

った。変異原性は、直接変異原性が高かった。排

ガスの変異原性は、ガス中のCO濃度が500ppm

以上と高い場合に認められたことから、不完全燃
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焼により生成されると考えられた。また、変異原

性物質を含む排ガスは800℃、1秒間の再加熱処

理により容易に変異原性を失うことから、熱分解

し易い物質と推定された。変異原性物質は、精製

後、GC／MSで分析したところ、数種類の脂肪酸

が検出されたが、変異原性物質とは異なり、PAHs

などの変異原性物質は検出されなかった。また、

Glu－Pや1わーPなどのヘテロサイクリックアミン

をHPLCで分析したところ、HPLCピークがこれ

らの物質より保持時間が前に認められ、変異原性

がこれらのピークに起因していることが推定され

た。



糖尿による機能障害浄化槽の改善事例

ACASO Study of RonN？dy for tho hlfunction of SrTdl・ScAl0

0nSito hstoYAtOr Tr08trrNlnt TAnks CAuSOd by Gluc08uriB

田所正晴，桜井敏郎，小Jtl雄比古書，大野茂＝

（環境工学部，＊衛生研究所，＊＊北里大学）

掲載誌：用水と廃水，40（9），79ト796（1998）．

糖尿病患者が使用する単独処理浄化槽では、強

烈な悪臭が発生したり、放流水質が著しく悪化す

るなどの異常な機能障害を生じることが多く、患

者数の急増によって周辺住民からの苦情も少なく

ない。一

本稿では、周辺住民から悪臭の苦情があった糖

尿による機能障害浄化槽の機能改善について検討

し、①送気量の大幅増加（曝気強度3．2mリガ・h
→5，6が／d・h）、②接触曝気重汚泥返送口への

仕切り板設置（高濃度微生物の保持）、③臭突・

強制排気装置の設置（臭気対策）等の改良を行っ

たところ、改善効果が認められ、5カ月間臭気の

発生も少なく良好な放流水質（BOD　45～

62mg几）が得られるようになった。ただし、糖

尿は有機物濃度が高いため、糖尿含有汚水を多量

の送気量で処理しても、汚泥が短期間で多量に蓄

積し、長期間安定して良好な水質を得るには限界

があった。このため、通常の使用状態よりも頻繁

に清掃を行う必要があった。

都市ごみ焼却排ガスの変異原性の実態と特性

吉野秀吉

（環境工学部）

掲載紙：環境と測定技術、2‘（1），88－97（1999）

16カ所の都市ごみ焼却施設の排ガスを対象に、

Ames試験を行い、排ガスの変異原性の実態と施

設の規模や焼却温度、排ガスのCO濃度などとの

関係、排ガスと焼却灰との変異原性の関係、これ

らの情報から変異原性物質生成の低減化や除去方

法を検討したところ、以下のことが明らかとなっ

た。

1）排ガスの変異原性は、調査した一部で著しく

高い変異原性が認められ、16施設のうち14施設

から検出され、何らかの対策が必要であることが

分かった。

2）排ガスの変異原性は、老朽化した施設や流動

床式焼却炉の場合に高くなっていた。

3）排ガスの変異原性は、施設の焼却能力や焼却

温度、炉内滞留時間とは関係が認められなかった。

4）排ガスの変異原性は、排ガスのCO濃度の増

加とともに高くなる傾向が示されたことから、変

異原性物質は不完全燃焼により生成されることが
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確認された。
5）流動床式焼却施設で焼却炉への二次燃焼空気

量を変化させたときの排ガスの変異原性を調べた

ところ、二次燃焼空気量が増加するにしたがって

変異原性が　低くなる傾向が認められたことや、

燃焼用空気量を増加させるかわりに投入ごみ量を

減少することによって変異原性を低下させられる

ことが分かった。

6）EP前後の排ガス温度が低いほど飛灰の変異

原性が高くなることなどから、煙道やEPを移動

する過程で排ガスの変異原性物質が飛灰に付着す

ることが推定された。

7）飛灰の変異原性が排ガスの変異原性に比べて

著しく低かったことや6）の結果から、排ガスの

変異原性を低下させることにより、焼却による変

異原性物質の生成を抑制できると考えられた。

S）排ガスの変異原性は、排ガスの二次燃焼処理

により低下したことから、熱分解が有効であるこ

とが分かった。



誘導結合プラズマ質量分析法による環境言式料中のタリウムの定量

小倉光夫

（水質環境部）

掲載誌：環境化学，8（4），781－786（1998）

ICP質量分析法による環境試料中のタリウムの正

確で迅速な分析方法を検討した。試料をふっ化水

素酸／硝酸／過塩素酸で分解した後、希硝酸に溶

解して試験溶液とした。マトリックス効果を補正

するため、白金を内標準元素として用いた。本法

による各種標準試料中のタリウム分析値は、いず

れの試料でも保証債、参考値と良く一致した。ICP

質量分析法によるタリウムの定量限界（10け）は

試料中0．0012〝g／gであった。環境試料から0．24
～0．47〃g／g（底質、飛灰）、1．2～1．9〃g／g（下

水汚泥、浮遊粉じん）のタリウムが検出された。

家庭から排出されるプラスチックごみの材質組成について

坂本広美，代田　寧，牧野　宏事，桜井敏郎

（環境工学部，■環境情報部）

掲載誌：都市清掃，51（224），63～68（1998）．

プラスチック製容器包装の最適なリサイクルシ

ステムを考える基礎資料として，モデル地域の家

庭から排出されるプラスチックごみの事態調査を

行い，材質組成に関する検討を行った。
モデル地域として，条件の異なった2ヶ所（約

150世帯の地域）を選定し，一週間分の「プラス

チック類」を収集した。得られた試料を形態別（9

分類）および用途別（2分類）に分類し，重量を

測定した。また材質組成については，外観・手触

りおよび近赤外線照射による判定と溶剤分画法に

よる分析を行った。
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形態別・用途別の排出割合は，ボトル類が最も

高く，次いでパック・カップ類，袋類の順であり，

このほとんどが食品用であった。地域の条件によ

る違いは，トレーおよびPETボトルの回収の有

無以外では見られず，割合にはそれほど影響しな

かった。材質組成では，ポリエチレンおよびポリ

プロピレンが最も多く，次いでポリスチレンの順

であり，塩化ビニル・ビニリデンの割合が以前に

比べて減少する傾向を示していた。また，PETの

重量割合は大きく変動する傾向が見られ，PETボ

トルの回収や塩化ビニル製品の代替え品としての

利用などにより異なることが判明した。




